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図9-12-8(2) 緑地緩衝帯位置図(拡大) 
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3) 評価 

① 評価方法 

ｱ. 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果における環境保全措置の内容を踏まえ、

工事中の造成等による土地の改変、存在・供用時の改変後の地形及び樹木伐採後

の状態等における保全すべき動物種への影響については、回避または低減される

かどうかを明らかにした。 

② 評価結果 

ｱ. 回避・低減の観点 

保全すべき動物種についての評価結果は、表9-12-24(1)-(3)に示すとおりであ

る。 

以上のことから、工事中の造成等による土地の改変、存在・供用時の改変後の

地形及び樹木伐採後の状態等における保全すべき動物種への影響は、回避・低減

される。 
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表9-12-24(1) 保全すべき種の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オシドリ ○

　工事時において、計画地内から排出される濁水の笹子川へ
の流出がある場合は本種の生息の影響があることが予測され
た。そこで本種の生息域である笹子川の水質環境維持のた
め、造成工事に先立ち、仮設沈砂池及び仮排水路を設置
し、工事中に発生する濁水が笹子川に直接流出するのを防
止することにより本種の生息環境の保全を図るものとす
る。また、工事中に発生する廃棄物及び作業員の飲食によ
り発生するゴミの管理、処理方法を徹底し、水質悪化の防
止を図ることにより本種の生息環境の保全を図る。事後調査
において、環境保全措置の効果を確認・検証し、効果が発揮
されない場合には、環境保全措置の改善を図るものとする。

ハイタカ

　計画地内で本種が繁殖に利用する大木の樹林が存在しない
こと、確認例数が少なく事業地周辺での繁殖も確認されな
かったことから、事業による影響はないものと予測された。
したがって、事業による本種の利用環境に影響はないものと
考えられる。

クマタカ ○

　クマタカの繁殖地は計画地から800ｍ離れた位置にあるた
め、工事中における本種の繁殖には直接影響はないと予測さ
れたが、計画地は営巣地から直接見える位置にあるため、敏
感度が最大となる抱卵期～巣内育雛期に大規模な工事作業を
継続して実施する場合は繁殖への影響があるものと予測され
た。また、施設の存在、供用時において、事業計画地はクマ
タカ営巣地域の最大行動圏内に含まれており、クマタカが事
業計画地上空を飛翔する場合は、白煙の発生時期である時期
にはクマタカの飛翔への影響があるものと予測された。そこ
で、クマタカの繁殖に影響を及ぼさないよう、大規模な工
事作業等については敏感度が最大となる抱卵期(2～6月)を
避けて行う等、クマタカの繁殖期に配慮した工事工程とす
る。また、工事及び建設機械の集中稼働を低減し、低騒音
型の建設機械を使用することで騒音レベルを抑える。ま
た、工事開始前に騒音等のモニタリングを行い影響の把握
を行う。影響があると判断された場合及び事後調査におい
てクマタカが工事に対する忌避行動を確認した場合は工事
を速やかに中断し工事の馴化（コンディショニング）を行
う。また、本事業計画に係る送電線路の設定にあたり、送
電線路が猛禽類の95%利用域を通過する可能性を考慮した
ものとなるよう、関連施設の設置事業者に対し観測結果等
を情報提供する。施設の存在、供用時にはクマタカの繁殖
に影響を及ぼさないよう白煙の状況をモニタリングし記録
する。事後調査において、環境保全措置の効果を確認・検証
し、効果が発揮されない場合には、環境保全措置の改善を図
るものとする。

※：太字は環境保全措置とその効果を示す。

評価結果評価対象種
事業実施にあたり生
息への影響があると

予測された種

鳥類
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表9-12-24(2) 保全すべき種の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワネズミ ○

　工事時において、計画地内から排出される濁水の笹子川へ
の流出がある場合は本種の生息の影響があることが予測され
た。そこで本種の本種の生息域である笹子川の水質環境維持
のため、造成工事に先立ち、仮設沈砂池及び仮排水路を設
置し、工事中に発生する濁水が笹子川に直接流出するのを
防止することにより本種の生息環境の保全を図るものとす
る。また、工事中に発生する廃棄物及び作業員の飲食によ
り発生するゴミの管理、処理方法を徹底し、水質悪化の防
止を図ることにより本種の生息環境の保全を図る。事後調
査において、環境保全措置の効果を確認・検証し、効果が発
揮されない場合には、環境保全措置の改善を図るものとす
る。

ムササビ

　事業実施区域内では本種は確認されなかったこと及び計画
地周辺域での利用は少ないことなどから事業による影響はな
いものと予測された。したがって、事業による本種の利用環
境に影響はないものと考えられる。

カヤネズミ ○

　工事時において、計画地内で本種が確認された草地が改変
され、計画地内における本種の生息への影響が予測された。
そこで、計画地の外周に緑地緩衝帯を設け、周辺環境との
連続性を保ち、緑地緩衝帯をエコトーンとして機能するこ
とにより、個体群の回復を図る。事後調査において、環境保
全措置の効果を確認・検証し、効果が発揮されない場合に
は、環境保全措置の改善を図るものとする。

ツキノワグマ

　計画地内で本種の確認がないこと、本種の確認例数が2例と
少ないことから、周辺地域における利用頻度は低いものと考
えられ、事業による影響はないものと予測された。したがっ
て、事業による本種の利用環境に影響はないものと考えられ
る。

タカチホヘビ

　本種の生息環境は計画地周辺には多く残存しており、工事
時及び発電所の存在・供用時もそれらの環境維持されること
から、本種の生息への影響はないものと予測された。した
がって、事業による本種の利用環境に影響はないものと考え
られる。

シマヘビ ○

　計画地周辺では本種の生息個体数も比較的多く、大部分の
個体は生息環境が維持されるものと予測されたものの、工事
時において本種の一部の個体群では直接的な生息の影響を受
けることが予測された。そこで、事業計画内で確認されてい
る本種の個体群の保全のため、計画地の外周に緑地緩衝帯を
設け、一部本種が生息可能なススキなど高茎草地及び樹林
帯を保全し、個体群の回復を図る。また、工事中及び発電
所供用後の生木屑チップ等燃料運搬における車両運転者に
ロードキル防止の注意喚起をすることによって、本種ロー
ドキル防止策を講じるものとする。事後調査において、環
境保全措置の効果を確認・検証し、効果が発揮されない場合
には、環境保全措置の改善を図るものとする。

※：太字は環境保全措置とその効果を示す。

哺乳類

爬虫類

評価対象種
事業実施にあたり生
息への影響があると

予測された種
評価結果
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表9-12-24(3) 保全すべき種の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオムラサキ

　計画地内には本種の生息環境であるクヌギ及び食樹となる
エノキの大木が存在しないため、本種の計画地内での繁殖は
ないものと予測された。したがって、事業による本種の利用
環境に影響はないものと考えられる。

トゲアリ

　計画地内には本種の生息環境である立木のうろは存在せ
ず、本種の確認位置も土地の改変を受けない計画地周辺域で
あることから、本事業実施計画に基づく直接的な造成などの
土地の改変による本種の生息への影響はないものと予測され
た。したがって、事業による本種の利用環境に影響はないも
のと考えられる。

昆虫類

事業実施にあたり生
息への影響があると

予測された種
評価結果評価対象種


